
玉 指 導上の参考事項

1  わ い性 台 りん ごのわ い化 と収 量

1)背 景 と特徴

早期多収を狙いとするわい性台 りんどの栽培で、その樹のわい化程度は、花芽港生の良石

につながる重要な点である。わい化の度合は台木の種類によって異 なるものの、
｀
土壊や気象

条件によって異るようである。土壊の実なる地帯に植栽されたわい性台 りんどが同樹令でわ

い化に差がみられたので、その収量 もあわせて参考lt~t供したい。

2)技 術内容

三紀土壌におけるわい佳台 りんごの樹の生育は、洪積土壌に比べ発育枝の発生少なく、新

柏長短 く、樹冠は小さく、累積収量が多かった。

しかし、これら土嬢からの果実の品質は差がみられなかった。

3)普 及上の問題点

わい性 りんご栽堵の推進上、問題になる栽培本数は、地質土壌の違いによることが大きい

と考えられるが、このわい化の要因は、降雨量 によるものか土壌水分によるものかくまた台

木の違いによる土壌の適合性などは今後検討を要する点であるが、積栽にあたっては、これ

らの点を考慮し決めるべきである。

4)試 験成績の概要

(1)試 験課題名  わ い桂台lr―cょるりんどの早期多収

e)試 療年次おょび場所  昭 48～ 52年   岩 手図試

(3)試 験方法            ‐
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地 質 土 壊 降水量 備 考
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0調 査場所 の条件

(0 試 験結果

0 お、じでは、洪積火山灰士壊囲に比軟し、三紀土壊園で、8年生M26は 発育校の発生少

なく、新納長短 く、樹冠は小さかつたが、系積収量
―R多かつた。4年生M9は どの図 も定

植 3年 日で初結実 したが、三紀土凝図では着果量 も多く、発育校短 く、樹冠 も小さかつた。

0 定 植 3年 目のスター/M9は いずれの園も結実はみられなかったが、三紀土壌図では発

育桜長は短 く、樹冠 も小さかつた。

。 果 実品質はふじ/M26、 M9と も両囲地産に差はなか?た 。

O 以 _Lのことから地質など土壌環境により樹相、結実性に差かみられ、台木の違いによる

士壌の通合性、適正 な栽植姫離などの検討の必要性が示唆 された。

(5)主 要成果の具体的 データ
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